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院長年頭挨拶

令和 4 年 1 月   院長 安藤 昭彦





脳神経外科

循環器内科

のうしんけいげか

じゅんかんきないか

MESSAGE 

■ 24時間365日、循環器疾患の患者さんを受け入れています
心血管疾患は、 急性冠症候群 （急性心筋梗塞や不安定狭心症）、 急性心不全に代表

されるように救急治療を要することが多く、 当科では 24 時間 365 日救急対応ができる

体制で診療にあたっております。 さいたま市周辺地域では当科は最も歴史が長く、

地域の循環器救急診療に貢献して参りました。 これからも地域の皆様のお役に立てるよ

う努力してまいります。

■多分野にわたり高度な専門的治療、最新の治療を
　提供しています

心血管疾患のカテーテル治療、 不整脈のカテーテル治療やペースメーカーなどのデバイス

治療、 弁膜症や先天性心疾患などの構造性心疾患のカテーテル治療などを得意として

います。 心不全やすべての心血管疾患に対する内科的薬物療法、 心臓リハビリテーション、

成人先天性心疾患などの診療にも、 それぞれ専門医を配し、 高度な専門医療を提供して

います。 また心臓血管外科とは常に協同し、 患者さん一人一人にとって最適な医療が提供

できる体制を整えています。

循環器疾患の治療は日進月歩に進化しています。 今年度も新しいカテーテル治療 （卵円

孔閉鎖術や左心耳閉鎖術） を導入するなど最新の技術、 治療で、 地域の皆様の健康に

寄与できるよう日々努めています。 循環器疾患のことは、 ぜひ当科にご相談ください。

■入院治療を中心に、幅広い脳神経外科疾患に対応
さいたま市及び周辺地域の基幹病院の脳神経外科として、 脳神経外科疾患に対して

幅広く対応しています。 病状が落ち着いたのちは近隣の脳神経外科クリニックなどと連携

を取りながら、 入院診療をメインに診療をしています。 脳動脈瘤破裂によるくも膜下出血

には開頭クリッピング術またはカテーテル塞栓術について症例毎に最善と考えられる方法

を選択、 未破裂脳動脈瘤に関しても、 双方のメリット、 デメリットなどを十分に患者さん、

ご家族と相談しながら治療方法を選択しています。 今までも脳腫瘍に関しては、 頭蓋底含む

良性脳腫瘍の他、 術後の放射線 ・ 化学療法を含む悪性脳腫瘍に対応してきました。下垂体

および近傍脳腫瘍に対する経鼻内視鏡的腫瘍摘出術についても令和 3 年 2 月より開始

しました。 三叉神経痛、 顔面痙攣といった機能的疾患、 正常圧水頭症に対するシャント術

にも取り組んでいます。

平成 27 年から、 超急性期脳梗塞に対する脳血栓回収術を施行しており、 外来診療が

一時的にストップすることもあり、 ご迷惑をおかけしています。 脳外科疾患には、 このように

時間的猶予が全くないもの、 比較的急いで治療を考慮したほうが良いものがあります。

急を要すると考えられる際、予約が取りにくい際などは、医療連携課に相談をお願いいたします。

早期に外来受診ができるよう努めて参りますので、 どうぞよろしくお願い申し上げます。

第一循環器内科部長

松村 穣

第一脳神経外科部長

髙橋 俊栄



当院は完全紹介予約制ですので

受診の際には事前予約が必要です

※初診の際は、 他の医療機関からの紹介状が必要です

医療連携課では、 地域の先生方との窓口として主に転院の受入れ、 緊急受診の取次ぎ等の業務を行う

一方で、 院内業務としてお返事の発送、 かかりつけ医を探すお手伝い等を行っております。

ご予約に際しましては、 医療機関と患者さんの窓口がそれぞれ異なりますのでご留意ください。 なお、

初診の際は他の医療機関からの紹介状が必要となります。 患者さんにおかれましては、 紹介状をお手元に

ご用意の上、 予約センターまでご連絡ください。

総合支援センター　医療連携課

代表電話 :048-852-1111    FAX 番号 :048-852-1132

※医療連携課からの次回のご案内では 「紹介患者さんに関する統計」 を掲載します。

【患者さん専用】 予約センター 048-852-1180 （平日 9:00 ～16:00）

【医療機関専用】 医療連携課 048-852-1168 （平日 9:00 ～17:00）

登録医ボード

登録医認定証

総合支援センター便り

当院は、 患者さんの健康を地域で支えていくという取り組みにおいて、 専門的治療や手術、 また入院を伴う治療

などを行う高度 ・ 急性期医療の役割を担う病院です。 ふだんの生活の中で不調を感じた場合や健康管理に関する

相談の際には、 かかりつけの医療機関をご受診いただき、 かかりつけの先生がより高度で専門的な治療や検査が

必要だと判断した場合に当院を紹介いただいています。

また、 当院で行う治療が終了した際は再び

かかりつけの先生や登録医 （※） を患者さん

の症状に応じた医療機関へ担当医の判断の

もとで紹介しています。 こうして当院とかかり

つけの医療機関やその他の医療機関が役割

分担することが地域医療連携の大きな柱と

なっています。

（※） 登録医について

当院では 「登録医制度」 を設け、 地域の医療機関が繁密な連携を保ち

それぞれが役割分担をしながら、 患者さんに一貫性のある良質な医療を提供

できるよう努めております。

登録医のメリットは ?

●認定証を送付させていただきます。

● 2 階総合支援センター横にある登録医ボードおよび当院ホームページ

にて、 医療機関名を掲示させていただきます。

●共同医療機器、共同利用病床、共同図書室をご利用いただくことができます。

●患者さんが 「かかりつけ医」 をお探しの際に、 優先的にご案内させていただき

ます。

★お申し込み方法等、 詳しくは当院ホームページ

　『総合支援センター ・ 地域医療連携 ・ 登録医制度のご案内』 をご覧ください。

登録医療機関の

ご紹介に

リンクします



心療科医師からの依頼により、 患者さんの面談や心理検査を行い

ます。 患者さんが日々感じていることや、 大切にしていることを

理解して、 治療意欲を維持し、 ストレスを緩和するために必要な

サポートや関わりについて、 他職種に伝える役割もあります。

精神身体合併 病 棟に入院中の患者さんに

関する、 治療から退院後の生活までの総合的な

支援について多職種で話し合います。

緩和ケア回診に同行したり、 緩和ケアチーム

のカンファレンスに参加しています。

助産師からの情報に基づき、 妊産婦さんと

外来で面談したり、 入院患者さんのお部屋を

回ってお話しをしています。 また周産期に関わる

多職種チームのカンファレンスに参加しています。

院内職員の、 仕事上の悩みやメンタルヘルス

に 関 わ る 相 談 を 個 別 に 行 っていま す。 ま た

covid-19 流行下におけるストレス軽減に向けた

啓発活動も行っています。

臨床心理士 加藤 奏

病院は、 主に身体の治療をする場ですが、 治療が長く続いたり、 苦痛を伴うことも少なくありません。

「治療のため」 と、 頭では分かっていても、 気持ちがついていかないこともあります。 カウンセリングでは、

じっくりと患者さんの話を聞き、 一緒に考えることで、 患者さんが落ち着いて気持ちを整理できるような

関りをしています。

また入院患者さんは、終日治療環境に置かれ、「大切な人達」 や 「日常」

から切り離され、 不安や孤独感を抱えながら闘病を続けていらっしゃい

ます。 病院の心理士には、 医療から離れた存在として、 「病気」 以外の

患者さんの健康な部分を引き出し、 ストレスでギュッと凝り固まった

心を緩める役割もあります。 この他、医療現場で使われる知識や言葉は、

一般の患者さんにはすんなり伝わらないことが多いので、医療者と患者さん、

それぞれの思いを、 相互に理解されやすい形に翻訳して伝える、 心の架け橋

になれるよう努めています。

常勤の臨床心理士１名により全科の依頼に対応しています。

医療現場における臨床心理士の主な業務は、 悩みや精神的な辛さを抱える患者さんの心のケアを行う

ことです。 患者さんの心の状態や、 現在抱えている問題、 思考や行動の傾向などを理解し、 一人ひとりの

患者さんに必要なサポートを考えています。



リハビリテーション課には、 理学療法士 （以下ＰＴ）、 作業療法士 （以下ＯＴ）、

言語聴覚士 （以下ＳＴ） が所属しています。 医師の指示のもと、 多職種が関わり

患者さんの生活の質の向上や、 社会復帰に向けた援助を行っています。 当院は

高度急性期病院ですので、 整形疾患、 脳血管疾患、 心臓疾患、 脳血管疾患、

呼吸器疾患、 がんや外傷等のさまざま疾患の患者さんの状態に応じてリハビリ

テーションを提供しています。 基本的には入院患者さんが殆どですが、 一部の

手の外科や集団心臓リハビリ患者さんには、 外来での枠を設けています。

運動機能が低下した状態の患者さんに対し、起き上がり・立ち上がりや歩行といった

基本動作能力の回復を図るために行う運動や、 疼痛緩和や循環改善等に行う物理的

手段を用います。 当院では運動療法を中心に実施し、 運動機能を回復することに

よって日常生活の改善、 社会復帰や更に健康回復維持へと導くことを目指しています。

日常生活につながる実用的な動作 （食事、 着替え、 トイレ、 入浴等） や家事など

の応用動的な動作の練習を行います。 また、 手や腕の機能が低下した場合は、

手工芸や軽作業を行いながら機能の改善を図ります。 更に精神面への働きかけも

行い、 生活の質の向上を図ります。

コミュニケーション （ことばや発語）、 摂食嚥下 （口から食べて飲み込むこと） に

問題がある方に専門的なサービスを提供し、 自分らしい生活を再構築するお手伝いを

します。 言語機能の改善と共に、 必要に応じて新たなコミュニケーション手段も検討し

ます。 また、 安全な食事の形態や姿勢、 介助方法などについて助言を行います。

リハビリテーション課

久保 通宏

リハビリテーション課の業務の大半は患者さんへの対応です。

患者さんに対して各ＰＴ、 ＯＴ、 ＳＴが１対１で対応することが基本

（一部集団有り） です。 また、医師や看護師等の多職種カンファ

レンス、 業務会議や各チーム活動、 委員会にも参加をしています。



院友会 文化部

当院職員の互助会である 「院友会」 では、 2 月3 日の節分にあ

わせ、 職員に福豆の配布を行ないました。 配布した福豆は、 武蔵

一宮氷川神社 （大宮氷川神社） からご寄付いただいたものです。

本来であれば院内での 「エア豆撒き （コロナ～そと、

福は～うち）」 を計画しておりましたが、 現在の感染拡大

状況に鑑み中止とし、 職員各自が、 自身の健康と患者

さんの快癒を祈念しました。

コロナ禍において、 すでに２年間、 職員間の交流や

院内での文化活動の一切が中止されているなか、 久々

の文化的行事となりました。

〒330-8553 埼玉県さいたま市中央区新都心1番地 5

TEL  048-852-1111（代）　編集  広報委員会 
ホームページ  http://www.saitama-med.jrc.or.jp/

赤十字の人道・博愛の精神に基づき、信頼される医療をおこないます。

さいたま赤十字病院の理念

１.患者さんの権利を尊重します。
２.地域との円滑な医療連携に努めます。
３.医療の質の向上に努め、安全な医療を提供します。

４.優れた医療人の育成に努めます。
５.健康経営を推進し、働きやすく活気あふれる職場作りに努めます。

６.国内及び国外での医療救援活動に積極的に参加します。

さいたま赤十字病院の基本方針

１.公平で適切な医療を受ける権利
２.個人の尊厳が保たれ、人権を尊重される権利
３.プライバシーが守られ、個人情報が保護される権利
４.わかりやすい言葉で検査や治療などの説明を受ける権利

５.自己の決定権が確認され、医療行為を選択する権利
６.安全・安心な医療を受ける権利
７.他施設の医師の意見 （セカンドオピニオン）を聞く権利
８.自己の診療記録等の開示を求める権利

患者さんの権利

１.健康に関する情報を医師や看護師等にお知らせください。
２.医療行為については、納得したうえで指示に従ってお受けください。

３.病院内ではルールを守り、他の人に迷惑にならないように

行動してください。
４.診療費の支払い請求を受けた時は、速やかにお支払いください。

患者さんに守っていただく事項

かがやき（通巻 56 号） 発行元さいたま赤十字病院


